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誇りと責任、そして受け継がれる伝統 
先日、野球部特待生の認証状伝達式と教員永年表彰を行いました。新たな挑戦への期待と、長年にわた

る教育活動への感謝。それぞれの節目を通して、二松学舎の伝統を未来へつないでいくことの大切さを改

めて感じました。 

 

野球部特待生認証伝達式 
～野球部特待生としての誇りと責任～ 

野球部特待生の認証にあたっては、①高度な運動能力を有し、今後の成長が期待できること、②生活態

度や行動が本校生徒として模範的であること、③健康であること、の三つの観点から判断し、認証状を授

与しました。 

特待生に認められた皆さんには、野球の技術や実績だけでなく、日頃の学習や学校生活においても、周

囲の模範となることを期待しています。特待生であることにお

ごることなく、その誇りと責任を胸に、日々の努力を積み重ね

てほしいと思います。そして、日々支えてくださる保護者の

方々への感謝も忘れないでください。特待生認証をぜひご家庭

でも報告し、「ありがとう」の一言を伝えてほしいと思います。 

折しも、秋季東京都大会が始まりました。１・２年生による新チ

ームにとって、センバツ出場を目指す大切な大会です。甲子園を経

験した３年生が引退した今こそ、二松学舎の伝統を受け継ぎ、自分

たちの力で新たな歴史を切り開いていくことが求められます。 

また、引退した３年生がブロック大会の運営を手伝うなど、表舞

台を離れた後も後輩たちを支えてくれていることを大変頼もしく感

じています。こうした先輩たちの姿勢も、二松学舎野球部の大切な

伝統の一つです。12 日の日大櫻丘戦では、スタンドから 3 年生が中

心となって大声援を送ってくれました。学校としても全校応援を通

じて後押ししていきたいと思います。 

 

 

教員永年表彰 
～長年の教育活動への感謝と敬意～ 

教員永年表彰では、勤続 30 年の先生方２名、15 年の先生方３名

が表彰されました。式では水戸理事長から、これまでの学校教育へ

の貢献に対する感謝と、今後のさらなる活躍への期待が述べられま

した。 

先生方の功績は、日々の授業や生徒指導にとどまりません。野球

部の甲子園出場、ダンス部の全国大会出場といった輝かしい成果を

支える指導、さらには地域の活動と連携したボランティア部の活動

など、それぞれの持ち場で生徒の可能性を引き出し、本校の教育活

動を豊かなものにしてこられました。また、同窓会の担当として、卒業生と母校を結ぶ架け橋となり、二

松学舎が長年にわたって築いてきた歴史と伝統を未来へとつなぐ役割を果たしてこられました。 

こうして長年にわたり生徒一人ひとりと向き合い、その成長を支え続けてこられた先生方に、改めて敬

意と感謝を表します。これまで培われた経験や教育への思いが次の世代へと受け継がれ、本校のさらなる

発展につながっていくことを願っています。 

 

校長室より 

「二松から飛翔へ」～ 一期一会 ～ 

二松学舎大学附属高等学校 

     校長 鵜飼敦之 


